
１　予算案の概要
                   

　ものです。

    補正額は、

２８億５，１８０万３千円

  です。

                                                  

  　今回の補正予算による一般会計の歳入財源は、

国庫支出金 　５億１，７７９万３千円

財 産 収 入 　　　　　　２５万円

繰 入 金 ２４億１，１０８万４千円

諸 収 入 △ 　　　７，７３２万４千円

　です。

    この結果、一般会計の予算の規模は、５，８５３億５，５０１万９千円となります。

平成２８年６月定例県議会提出議案の概要

    今回の補正は、国庫補助決定に伴うもの、その他必要とする経費について措置する

一 般 会 計



（単位：千円）

款 別 補 正 前 の 額 今 回 補 正 額 計

民 生 費 85,825,194 1,020,294 86,845,488

衛 生 費 19,929,706 1,003,860 20,933,566

農 林 水 産 業 費 58,703,435 807,336 59,510,771

商 工 費 40,980,295 16,000 40,996,295

教 育 費 114,811,530 4,313 114,815,843

一 般 会 計 合 計 582,503,216 2,851,803 585,355,019

２　一般会計歳出一覧



○　主な事業の概要

　【 地域医療介護総合確保基金事業 】　（医療薬務課外３課１３事業）

）

　【 広域化等支援事業 】　（国民健康保険課）

）

　【 安心こども基金事業 】　（こども政策課３事業）

　【 その他の事業 】

社会福祉法人における経営労務管理支援事業（福祉保健課）

食鳥肉における微生物汚染低減策の有効性実証事業（衛生管理課）

・ 木材利用技術センター運営事業費（山村・木材振興課）

）

「特Ａ」取得を契機とした新宮崎米創出事業（農産園芸課）

通級による指導担当教員等専門性充実事業（特別支援教育室）

512,887千円

　周産期医療施設の分娩監視ネットワークシステム導入など医療機関の設備整備等を
支援する事業や、地域の拠点薬局の無菌調剤室整備など在宅医療を推進する事業、
災害支援ナースや若手医師等の医療従事者を確保・育成する事業等に要する経費

　認定こども園等の施設整備や耐震改修の経費を補助

（補正後：2,162,526千円

10,426千円

（補正後：117,998千円

　平成30年度の国民健康保険制度改正に向け国保事業費納付金等の試算に必要となる
標準システムの導入等に要する経費

4,313千円

　発達障がいなどにより集団の中での学習や生活が困難な児童生徒を、通級により
指導する教員の専門性を向上させるため、指導方法の研究や系統的な研修プログラムを
構築するための経費

　（国研）森林総合研究所を中心としたコンソーシアムに参加し、構造用製材の長期的な
変形を予測する技術の開発など、大径材丸太の活用に向けた共同研究を行うための経費

10,120千円

　県産米の「特Ａ」初取得を契機として、新たなブランド化に向けたＰＲ等を行う
とともに、産地拡大のための生産技術の普及等を行うための経費

（補正後：30,317千円

524,376千円

38,640千円

　社会福祉法人の経営状況や職務環境の改善を図るため、税理士や社会保険労務士等
経営労務管理の専門家による確認・相談支援等を受けるために必要な経費を補助

1,766千円

　カンピロバクター等による食中毒防止を図るため、食鳥肉に対する新たな殺菌剤の
有効性に関する実証試験を行うための経費

2,303千円
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